
人口減少下における新たな地域コミュニティ構築事業公募型プロポーザル評価基準表 

１．事業の実施方針

　（10点/100点）

２．事業の企画提案内容

　（65点/100点）

３．事業の実施体制・
　　業務実績

　（15点/100点）

４．事業の見積額
（10点/100点）

審査項目 審査内容
配点（点） 評価の目安

審査基準 係数 点数 加点ポイント(満点)

①人口減少下における新たな地域コミュニティ構築事業
の目的・内容を十分に理解しているか。

2 10

人口減少下を前提とした新
たな地域コミュニティの構
築に向けた提案となってい
るか。

①市内全域で自律的な地域づくりへの機運の醸成が進むような
提案がされているか。

2 10

単なる開催通知ではなく、
多様なターゲット層の属性
に応じた具体的なアプロー
チ手法が提案されているか
を基準にする。

②ワークショップの参加者が他の団体とのつながりを得ること
ができ、自発的な取組を促すような企画・提案がされている
か。

3 15

ワークショップの構成が他
の団体と交流する機会を設
け、つながりが生まれやす
い提案となっているか。

③ワークショップの参加者が新たなコミュニティの必要性を感
じられる企画・提案がされているか。

2 10

複数の先進地事例の紹介
等、ワークショップの構成
が新たなコミュニティの必
要性を感じられるような提
案となっているか。

④地域課題の分析方法が効果的なものとなっているか。 2 10

ワークショップで得られた
地域課題、既存の統計デー
タから、舞鶴特有のどのよ
うな構造的課題が読み取れ
る手法が提案されている
か。

⑤地域協働の方針案の策定を進めるためのプロセスの設計が、
論理的に提案されているか。

3 15

ワークショップで出た意見
（主観）や、全国的な事例
（客観）とも照らし合わ
せ、目指す地域コミュニ
ティの方向性が論理的に示
されているか。

⑥地域協働の方針案の成果物がわかりやすいデザインになって
いるか。

1 5

最終成果物が、単なる報告
書ではなく、市民や行政が
将来の方向性を一目で共有
でき、自発的な行動を促す
「わかりやすいデザイン」
として設計されているか 。

⑦事業実施におけるスケジュールは適切であるか。 1 5

仕様書の期限が遵守され、
参加者や地域・地元事業者
など関係者に考慮されたス
ケジュールとなっている
か。

①業務遂行上、必要な知識と実績を有する職員が配置されてお
り、業務の遂行に必要な人員等実施体制が整っているか。（様
式６　様式７）

2 10

左記に加え、それぞれの役
割分担や協力体制などより
具体的な実施体制である
か。

②参加資格に掲げる契約履行実績があるか。 1 5
左記に加え、好事例（先駆
的、模範事例）と思われる
類似実績を有しているか。

①提案内容に対して妥当な金額か。 1 5
事業費に応じた効果的な事
業計画となっているか。

合計　 100
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